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同
街
道
沿
い
に
土
蔵
造
り
の
町

家
が
軒
を
連
ね
る
「
肥
前
浜
宿
・

酒
蔵
通
り
」
は
、
近
く
を
流
れ

る
浜
川
を
挟
ん
だ
茅
葺
（
か
や

ぶ
）
き
の
民

家
が
密
集
す
る

「
肥
前
浜
宿
・
茅
葺
の
町
並
み
」

と
と
も
に
、
歴
史
的
に
価
値
の

あ
る
地
域
と
し
て
、
２
０
０
６
年

に
国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。

毎
年
３
月
末
に
は
市
内
の
酒
蔵

が
同
時
に
蔵
開
き
を
行
う
「
鹿
島

酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
開
催
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
８
年

度
に
は
２
日
間
で
約
10
万
人
が
来

訪
。
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
推
進

協
議
会
は
19
年
度
の
総
務
省
主
催

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

建
造
物
群
保
存
地
区

多
良
街
道
の
宿
場
町

肥
前
浜
宿
は
、
江
戸
時
代
に
佐

賀
と
長
崎
を
結
ぶ
多
良
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
、
昭
和
に
か
け

て
酒
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
醸
造
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
エ
リ
ア
。
現

在
は
同
市
内
に
あ
る
五
つ
の
酒

蔵
の
う
ち
、
富
久
千
代
酒
造
、
光

武
酒
造
場
が
製
造
を
続
け
て
い

る
。

る
。共

有
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

鹿
島
市
を
は
じ
め
佐
賀
県

で
生
産
さ
れ
る
陶
磁
器
や

木
工
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
伝
統
工
芸
に
触
れ
る

こ
と
も
で
き
る
。
２
階
客

室
の
踊
り
場
は
、
天
井
を

取
り
除
い
て
小
屋
組
み
が

む
き
出
し
に
な
っ
て
お
り
、
古
民

家
の
特
徴
を
生
か
し
た
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
だ
。

管
理
は
、
地
元
有
志
で
つ
く
る

肥
前
浜
宿
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
社

長
・
光
武
博
之
光
武
酒
造
場
社

長
）
が
担
う
。
食
事
希
望
者
に
は

朝
食
に
限
り
、
佐
賀
県
の
食
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
を
中
心
と
す
る

体
に
優
し
い
こ
だ
わ
り
の
メ
ニ
ュ

ー
が
提
供
さ
れ
る
。

宿
泊
料
金
は
、
１
室
（
定
員
各

４
人
）
４
万
４
０
０
０
円
か
ら
。

１
棟
貸
し
（
定
員
８
人
）
は
７
万

７
０
０
０
円
か
ら
。
予
約
は
専
用

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
受
け
付
け
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
＝
（
０
５

０
）
１
７
４
３
２
０
９
９
＝
へ
。

切
ら
れ
て
い
る
。

「
別
荘
」
の
よ
う
に
利
用
し
て

も
ら
お
う
と
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
は

置
か
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア
ウ

ト
は
セ
ル
フ
式
を
採
用
。
共
有
ス

ペ
ー
ス
に
飲
食
自
由
の
地
酒
や
地

元
産
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
お

つ
ま
み
を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、

高
性
能
オ
ー
ブ
ン
を
備
え
、
食
材

を
持
ち
込
ん
で
簡
単
な
調
理
も
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

伝
統
工
芸
品
を
展
示

１
階
「
有
明
の
海
」
は
和
室
と

寝
室
の
２
部
屋
、
２
階
「
多
良
の

峰
」
は
洋
間
を
加
え
た
３
部
屋
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
浴
室
に
は
ぜ
い

た
く
な
木
曽
産
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た

浴
槽
を
設
け
た
。

寝
室
に
は
ド
イ
ツ

製
の
高
級
ベ
ッ
ド

を
備
え
、
快
適
な

寝
心
地
を
提
供
す

明
治
中
期
ご
ろ
建
築

酒
蔵
通
り
の
一
角
に
建
つ
「
茜

さ
す

肥
前
浜
宿
」
は
、
明
治
中

期
ご
ろ
に
光
武
酒
造
場
の
別
宅
と

し
て
建
て
ら
れ
た
入
り
母
屋
造
り

妻
入
り
の
木
造
２
階
建
て
。
そ
の

後
、
昭
和
後
期
か
ら
30
年
以
上
空

き
家
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
保
存
地

区
認
定
に
伴
い
08
年
に
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
、
社
員
の
厚
生
施
設
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

所
有
す
る
同
酒
造
場
か
ら
同
社

が
賃
借
し
、
昨
年
３
月
か
ら
半
年

間
か
け
て
内
装
全
体
の
改
修
や
耐

震
補
強
を
実
施
。
建
物
の
歴
史
や

地
域
の
特
性
を
伝
え
る
部
分
を
残

し
つ
つ
、
新
た
な
価
値
を
吹
き
込

む
よ
う
に
伝
統
と
モ
ダ
ン
が
調
和

す
る
空
間
を
創
出
し
た
。
設
計
は

古
民
家
改
修
に
実
績
の
あ
る
魚
谷

繁
礼
建
築
研
究
所
（
京
都
市
）
が

担
当
。

｢

別
荘｣

の
よ
う
に

客
室
は
、
１
階
の
「
有
明
の

海
」
（
約
70
平
方
㍍
）
と
２
階
の

「
多
良
の
峰
」
（
約
77
平
方
㍍
）

の
計
２
室
を
設
け
て
い
る
が
、
１

棟
貸
し
も
可
能
。
正
面
玄
関
を
入

る
と
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、

各
客
室
は
電
子
錠
付
き
の
扉
で
仕

非日常空間で上質なくつろぎ

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
体
感

心
地
よ
い
香
り
が
広
が
る

ヒ
ノ
キ
風
呂
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
（
有
明
の
海
）

酒蔵通りにある観光酒蔵「肥前屋」（光武酒造場
運営）は豊富な土産品をそろえ、試飲も楽しめる

㊨
１
階
客
室
「
有
明
の
海
」
の
和
室
は
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気

㊧
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
寝
室
に
は
地
元
の
画
家
が
手
掛

け
た
作
品
が
掛
か
る

２階踊り場には
小屋組みを見せ
る大胆な工夫も

１階共有スペース利
用客同士のコミュニ
ケーションの場に。
一部の床には改修前
の大谷石が残る

土
蔵
造
り
の
姿
を
残
す
外
観

植栽に囲まれた庭園は、自然を感じながら
くつろいだり、星空を眺めるのに最適だ

冷
蔵
庫
に
入
っ
た
地
酒

は
飲
み
放
題
。
用
意
さ

れ
た
つ
ま
み
と
じ
っ
く

り
味
わ
え
る

２階「多良の峰」の洋間は火棚をイメージ
させる照明がノスタルジーを醸成する

ＪＲ九州初の古民家を活用し

た宿泊施設として、佐賀県鹿島

市の古い町並みが残る肥前浜宿

エリアに「茜さす 肥前浜宿」

がオープンした。築100年を超

す歴史的建造物の魅力を尊重し

つつ、非日常の空間で快適なく

つろぎを感じられる上質な空間

を創出し、地域の歴史や文化を

体感できる宿に生まれ変わっ

た。新たな宿泊施設の誕生に、

滞在型観光の推進に取り組む地

域の期待が寄せられている。

（松尾 恭明記者）
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